
「
源
氏
四
能
」（
『紅
葉
百
人
一
首
小
倉
錦
』<

61>

）「
源
氏
物
語
琴
碁
書
画
」（
『
女
教
大
全
姫
文
庫
』<

62

>

）
は
、
文
人
の
基
礎
教
養
と
さ
れ
た
「
琴
碁
書
画
」
を
、
『
源
氏
物
語
』
に
当
て
は
め
た
も
の
で
、
琴
は
松
風
巻
、

碁
は
空
蝉
巻
、
書
は
紅
梅
巻
、
画
は
絵
合
巻
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
の
絵
が
描
か
れ
、

相
応
す
る
本
文
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

Ⅳ
． 

『源
氏
物
語
』享
受
の
諸
相 

「
源
氏
八
景
」
（
『
百
人
一
首
玉
椿
』<

55>
 

『
女
訓
玉
文
庫
』<

56>
 

『
女
用
文
艶
詞
』<
57>

 

『
女
用
文

庫
』<

58>

）は
、
近
江
八
景
な
ど
に
倣
っ
て
、
『
源
氏
物
語
』の
場
面
を
八
景
に
見
立
て
、
歌
と
絵
を
示
し
た
も

の
で
、
「
帚
木
夜
雨
」
「
須
磨
秋
月
」
「
少
女
初
雁
」
「
夕
霧
夕
照
」
「
明
石
晩
鐘
」
「
松
風
帰
帆
」
「
朝
顔
暮
雪
」

「玉
鬘
晴
嵐
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
源
氏
香
図
趣
意
絵
」の
中
に
は
、
「
源
氏
か
る
た
絵
合
」の
図
絵
の
よ
う
な
、
細
長
い
枠
に
描
か
れ
て
い
る

も
の
（
『春
栄
百
人
一
首
姫
鑑
』<

46>
）も
あ
り
ま
す
。 

「
源
氏
目
録
文
字
鎖
」
は
、
『
女
用
続
文
章
目
録
』<
48>

に
集
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
一
連
の
文
章
の
中

に
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
盛
り
込
ん
だ
「
続
き
文
章
」の
一
つ
で
、
「
文
字
鎖
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
尻
取
り
風
の

七
五
調
の
長
歌
の
形
で
、
『
源
氏
物
語
』
の
巻
名
を
詠
み
入
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
多
く
の
資
料
に
収
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
特
に
『
御
家
百
人
一
首
千
歳
文
庫
』<

53>

の
も
の
は
、
色
刷
の
散
ら
し
書
き
に
な
っ
て
い
て
目

を
引
き
ま
す
。
ほ
か
に
、
『
女
用
文
章
往
か
ひ
振
』<

49>
 

『
桃
花
百
人
一
首
曲
水
の
宴
』<

50>
 

『
女
今
川
和

歌
緑
』<

51>
 

『女
今
川
姫
鑑
』<

52>
 

『紅
葉
百
人
一
首
姫
鑑
』<

54>
 

な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

「
源
氏
花
鳥
」
（
『
錦
玉
百
人
一
首
宝
箱
』<

59
・
60>

）
は
、
『
源
氏
物
語
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
景
物
の
中

か
ら
、
代
表
的
な
花
や
鳥
に
つ
い
て
、
相
応
す
る
場
面
の
文
章
や
歌
を
記
し
て
絵
を
添
え
た
も
の
で
、
鶯
（
初

音
巻
）
、
梅
（
梅
枝
巻
）
、
桜
（
花
宴
巻
）
、
藤
（
竹
河
巻
）
、
夕
顔
（
夕
顔
巻
）
、
郭
公
（
花
散
里
巻
）
、
朝
顔
（
宿

木
巻
）
、
水
鶏
（
澪
標
巻
）
、
雁
（
須
磨
巻
）
、
千
鳥
（
須
磨
巻
、
明
石
巻
と
あ
る
は
誤
り
）
の
一
〇
場
面
が
、
ほ

ぼ
季
節
の
順
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
源
氏
短
歌
」
（
『
女
要
大
成
小
倉
麓
』<
47>

）
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
巻
名
を
七
五
調
の
長
歌
に
詠
み
入
れ

た
も
の
で
す
。 

「
源
氏
貝
和
歌
」
（
『
女
庭
訓
御
所
文
庫
』<

45>

）
は
、
「
源
氏
香
文
様
」
と
巻
に
ち
な
む
趣
意
絵
を
描
い
た

貝
覆(

貝
合)

様
の
「
源
氏
貝
」の
図
を
掲
げ
、
そ
れ
に
即
し
た
和
歌
を
添
え
た
も
の
で
す
。 

（
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授 

小
町
谷
照
彦
） 

＊ 
<
>

内
の
数
字
は
資
料
番
号 

 
 

 


